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合金中にナノ酸化物粒子を緻密
に散りばめた「酸化物分散強化
(ODS)合金」の研究開発をして
います。軽水炉・高速炉・核融
合炉すべてに使える材料です。

高温、酸化・腐食、中性子照射のすべてに
強い材料を日々追究しています。最近は極
低温にも興味をもっています。
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